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電子国土基本図の整備について電子国土基本図の整備について
－地形図から地理空間情報へ－－地形図から地理空間情報へ－

＋業務紹介＋業務紹介

Ｇｅｏｇｒａｐｈｉｃａｌ Survey Institute, Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

GIS学会中国支部
２００９年１２月１１日

国土地理院

中国地方測量部

◆電子国土基本図整備の背景
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組織について

定員７４２人

■総務部

■企画部

■測地部

■測地観測センター

地方測量部等
３割

本院（つくば）
７割

本■測地観測センター

■測図部

■地理調査部

■地理空間情報部

■地理地殻活動研究センター

■地方測量部等（全国１０箇所）

本
院

地図(電子国土基本図(地図情報)・刊行図)の整備・更新

測図部の業務

電子国土基本図（オルソ画像）整備・衛星画像収集

地理情報の収集・管理・提供

調査研究

1/2.5万地形図 1/500万
日本とその周辺

電子国土基本図
（地図情報）

電子国土基本図（オルソ画像）整備・衛星画像収集

測図部の業務

地理情報の収集・管理・提供

調査研究

地図(電子国土基本図(地図情報)・刊行図)の整備・更新

JAXA

地理情報の収集・管理・提供

地名市町村

測図部の業務

提供

電子国土基本図（オルソ画像）整備・衛星画像収集

調査研究

地図(電子国土基本図(地図情報)・刊行図)の整備・更新

最新の地理情報
（変化情報）

道路
鉄道

大規模
構造物

行政界地名

公共
施設

市町村
面積

収集
地図更新

面積調査

電子国土基本図
（地名情報）

・・・
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調査研究

測図部の業務

電子国土基本図（オルソ画像）整備・衛星画像収集

地理情報の収集・管理・提供

地図(電子国土基本図(地図情報)・刊行図)の整備・更新

新技術の導入のための調査研究

JAXA

リモートセンシング・ＧＰＳ技術など

災害対応

空中写真の緊急撮影・提供
正射写真図の提供

測図部の業務

地方測量部 測量第２係 の業務

■電子国土基本図（地図情報）整備

データ更新
現地調査

普及

■資料・情報収集

■災害対応

■資料・情報収集

道路等平面図の収集

公共施設情報などの収集

現地における迅速な情報収集
被災地域の地図・オルソ画像提供

電子国土基本図の整備について電子国土基本図の整備について
－地形図から地理空間情報へ－－地形図から地理空間情報へ－

５万分１
地形図

1895

日本全土を覆う基本図

【基本図とは？】

国土地理院の整備する地図
・国土管理

・領土明示

・災害対応等に不可欠な基礎資料

電子国土基本図（地図情報）2009
平成21年

２万５千分１
地形図

1895
明治28年

1964
昭和39年

背景【地形図（刊行図）の制約①】

◎地形図を刊行図・CDの媒体として提供

修正

利用
・修正毎に刊行できない

・刊行作業に時間を要す

◆利用できるようになった時点で情報が古い

刊行図

刊行

地図情報のデジタル利用の爆発的拡大
インターネット、ナビ目的による地図活用の拡大

◆昨今の利用形態、ニーズに未対応

インターネットを通じて利用できる新鮮な
デジタル地図の提供 古い地図では・・
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背景【地形図（刊行図）の制約②】

◎読図・地図作成を容易にするために記号化・転位
測量位置を意図的に移動／位置精度を犠牲→真位置でない

【記号化･転位による表現】

建物

【真位置による表現】

建物

道路

鉄
道

道路

鉄

道

背景【地形図（刊行図）の制約③】

◎地図縮尺に応じた取捨選択・総描

【取捨選択・総描(縮尺1/2.5万)】 【詳細な地図表現（縮尺レベル2500）】

紙地図（例えば1/2.5万地形図）

全ての地物を地図上に表現するのは困難
縮尺が固定

背景【法律の制定・改正①】

◎測量法の改正 （H19.5改正→H20.4.1施行）

これまでは、基本測量成果の地図の刊行が必須
（国土地理院が行った測量の成果）

【測量法第27条２項】

刊行に加えて
インターネットによる提供が追加

◆既存の測量成果のデジタル移行

◆インターネット提供に向けた環境整備

◎地理空間情報活用推進基本法の制定（H19.5）

◆国・地方公共団体は、基盤地図情報の相互活用に努める

◆基盤地図情報の整備を開始

背景【法律の制定・改正②】

←位置の基準、共通のデジタルデータ（H19~）

集約化した基盤地図情報各主体による地図情報
【整備・更新】 【集約・シームレス化】

◆高精度なデジタルデータ ◆新鮮な地図情報
◆統一基準かつシームレス

国土地理院

その他国の機関

地方公共団体
国土地理院

都市計画、公
共施設・森林
管理等の地図

基本図

相互活用

新しい地理空間情報体系の検討

◎基本測量成果のデジタル移行

【今後取り組むべき施策】

地形図の制約を解消 法律の制定・改正

新しい地理空間情報体系の検討

測量成果のインタ ネ トでの供覧

◎新規の地理空間情報整備

◎基本図体系の再編
縮尺ごとの紙地図の再編
「電子国土基本図（地図情報）」に統合

「基盤地図情報」整備
「電子国土基本図（オルソ画像）」整備

測量成果のインターネットでの供覧
インターネット供覧用データも基本測量成果

基本図体系の再編

１万分1地形図（紙）

空間データ基盤

標高データ

公共測量成果

電子国土基本図（オルソ画像）

電子国土基本図（地図情報）統 合

更
新

従来の基本図体系従来の基本図体系

新たな基本図体系新たな基本図体系

基盤地図情報を
そのまま利用

更
新

２万５千分１地形図（紙）
地図画像25000

２０万分１以下の小縮尺図（紙）

主題図・集成図（紙）

５万分１地形図（紙）
地図画像50000

電子国土基本図（地図情報）

２万５千分１地形図（紙）
地図画像25000

２０万分１以下の小縮尺図データ、紙地図

主題図・集成図データ、紙地図

統 合

ベクトル化

更
新
編集

編集

ベクトル化
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電子国土基本図とは

◆電子国土基本図

①地図情報：地形図と同等の内容で基盤地図
情報と整合する地理空間情報

国土を表す際の基準となる基本的な地理空間情報

情報と整合する地理空間情報

②オルソ画像

③地名情報：居住地名や自然地名に位置情報
を関連付けた地理空間情報

新たな基本図 基本図の主体

：空中写真等を正射投影し、地図
と重ねられるデジタル画像

基盤地図情報以外の項目
（地名情報も利用）

統合

道路, 鉄道, 河川, 建物, 
標高など13項目

①電子国土基本図（地図情報）

地図情報

地図表現は
例示

基盤地図情報

地形図と同等
の内容

-位置精度：都市計画区域 2,500レベル以上

それ以外 5,000レベル以上

◎高い位置精度の基本図

-基盤地図情報をそのまま用いる

特 徴

基本図でも基盤地
図情報を相互利用

水平位置2.5m以内、高さ1.0m以内

そ 以外 , 以

25,000レベル以上

◎真位置：転位・総描は行わない

◎多色表現による読図性の向上

水平位置25m以内、高さ5.0m以内

電子国土基本図（地図情報）出力イメージ

2万5千分1地形図

“新”基本図 ：電子国土基本図（地図情報）

整備・更新

◎主要項目の即時修正
主要道路、大規模建物、行政界、地名等

公共測量成果等の図面を活用

修正次第データをWebで更新

◎全項目の定期修正
空中写真（オルソ画像）を活用

平野部は5年周期を想定
山間部は15年程度の周期を想定

各種資料

（公共測量成果、

衛星画像など）

空中写真

提供（電子国土Webシステムでの供覧）

※まずは電子国土
Webシステムでの
供覧から

※データ提供は検
討中（現在、基盤地
図情報項目のみダ
ウンロード可能）

平成21年度から
供覧（予定）
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基盤地図情報との比較

電子国土基本図（地図情報） 基盤地図情報

整備
主体

国土地理院（基盤地図情報を
活用、地理院も１ユーザー）

測量計画機関等が整備し、国
土地理院が集約したもの

位置
付け

地形図に替わる新しい基本図 各主体が整備し、かつ利活用
できる共通の地理空間情報

整備 従来の地形図並み 基盤地図 １３項目（骨格となる項目の

項目 情報＋地形、建物記号等 み）

更新
方法

基盤地図情報をそのまま用い、
空中写真や測量図面等により
新しく更新

各主体が整備した地図情報を
集約、データ調整、シームレス
処理等を実施

整備
範囲

日本全土（都市計画区域：2500レベル以上、それ以外：25000
レベル以上）

提供 まずはWeb供覧から（今年度中
に試験公開）

無償ダウンロード可能（順次
2500レベル地域を拡大中）

②電子国土基本図（オルソ画像）

空中写真 オルソ画像＋標高データ空中写真撮影

般 提供 公開

•地図と重なる
•シームレス

地図情報の更新 陰影段彩画像 ３Ｄ画像
様々なデータとの
重ね合わせ

一般へ提供・公開

整備・更新

◎整備地域：国土や地域の管理上重要な平野部や離島

約19万平方km2（国土の1/2）
◎整備目標：25年度まで
◎更新目標：5年周期程度
◎品質

数値写真レ
ベル

地上画素寸法
（解像度）

位置精度（RMSE）

水平精度 標高精度

１００００ ２０ｃｍ １．０ｍ ０．７ｍ

２００００ ４０ｃｍ ２．０ｍ １．４ｍ

平成２０年１０月よりオルソ画像の刊行（販売）を開始
◆オルソ画像データ

◆オルソ出力印画

提 供

地区名 地上画素
寸法

岡山地区
（2007）
倉敷地区
（2007）
広島地区
（ ）

20cm

※（財）日本地図センター及び
国土地理院（本院、地方測量
部・支所）の窓口で閲覧可能

岡山地区

広島地区

倉敷地区

岩国地区

（2008）
岩国地区
（2008）

③電子国土基本図（地名情報）

◎統一した地名情報を整備・提供
– 我が国の領土を内外に明示
– 位置を検索するキーとしての機能
– 災害及び危機管理対応、国土管理の円滑化

地名＋位置情報＋・・・

地理空間情報

居 住 地 名自 然 地 名

電子国土基本図（地名情報）

標準化・データベース化

陸域
～山・・

海域
～湾・・

河川
～川・・

住居表示・大字
～丁目・・

通称等

居 住 地 名自 然 地 名


